
静岡のローカル指標

PJ期間：2020年10⽉10⽇〜2021年2⽉20⽇
ワークショップ：全10回、のべ112名参加 しずおかSDGsネットワーク

⽊下 聡



静岡市は2018年SDGs未来都市に
↓

認知度向上の施策を積極的に展開
↓

SDGsの認知度は向上してきた
↓

実際の市民の理解は？行動は？

プロジェクトの背景



・SDGsが目指す社会像を、地域の
身近なテーマや言葉で捉え直す

プロジェクトの目的

・取り組み状況や成果の進捗を指標
によって可視化する

行動の10年を機に
市民一人一人の具体的な行動を促す

市民によるSDGsの推進
そのために



（⼀財）
CSOネットワーク
⻑⾕川⽒

（公財）
静岡県労働者
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SDGs市⺠社会
ネットワーク

プロジェクト連携体制
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静岡市番町
市⺠活動センター
（静岡県ボランティア協会）

参加者ゲスト
スピーカー



・国連の75周年キャンペーンの問い
をヒントにし、目指すべき未来像を
出発点としてその道のりを探る

手順の検討
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STEP1-1



STEP2
⽔でつながる⼭川海と私たちの暮らし

地域の特性を活かした⾃然と⼈の共⽣

地産地消で推進する循環型経済

⼈がつながるまち、つながりが作るまち

誰もが⽣きやすい、優しい社会





グラフィックレコーダー
増⽥彩⾹さん
マツプロ・エスキャリ
静⼤4年⽣





STEP３



つながりの輪が
育っていく社会

⽔を巡る環境を
守り育てる社会

もっと知ることから始めよう

2030年に⽬指す静岡像
「まあるいしずおか」

しずおかの⼈の温かさと⾃然が持つ魅⼒を守り、
育てるサイクルができることで、

災害に強く、それぞれの個性が⽣きる、持続発
展性のある社会

⽬指す社会１ ⽬指す社会２



・⾝近な⼈とのつながりを⼤切に
→「ありがとう」を伝える
→周りの⼈にちゃんと挨拶しよう

・つながる場をつくり輪を広げよう
→つながる場、居場所が増える
→それらの場に関わる⼈が増える

つながりの輪を⼤切にする社会



STEP1-2
コミュニティ



STEP2-3



STEP2-4



つながりの輪を育てていく社会



社会変化を捉えるための統計データ
・静岡市市民意識調査（令和２年度）
Q1 静岡市は災害に強く、安心・安全に人が暮らせ
るまちだと思いますか。
『そう思う』59.8％ 『そう思わない』32.1％

・静岡市子ども・若者実態調査 （平成30年）
困ったときは誰に相談しますか？
相談相手がいない 小学生 17.9% (←5年前9.2%）

指標の検討



行動を促すための統計データ
・身近な人に「ありがとう」を言おう
→＃つけた投稿を集計して可視化

・つながりの場が増える、関係者が増える
→子ども食堂ネットワークの広がり
→NPOや企業、地域の取り組みを調査収集
→Googleフォーム等で情報収集

指標の検討



・⼭から海までの⽔の循環を意識し
⽔を汚さない暮らしを⼼がけよう
→⽣活排⽔を意識したアクション
→脱プラ⽣活に向けたアクション
・⽔に関わる環境を⼤切にしよう
→清掃活動が活発になる
・気候危機への対策に取り組もう
→再⽣可能エネルギーへの切替

⽔を巡る環境を守り育てる社会



STEP1-1



STEP2-1



STEP2-5



⽔を巡る環境を守り育てる社会



社会変化を捉えるための統計データ
・令和元年度公共用水域水質測定結果（令和２年）
安倍川：上流AA→下流AA 
藁科川：AA 
興津川：上流AA→下流B 
巴 川：C
・全国一級河川の水質現況(2019年)
水質が最も良好な河川2010-2019 
安倍川10年間で5回(10,11,13,14,15,16年度) 
泳ぎたいと思うきれいな川に選出

指標の検討



行動を促すための統計データ
・水を大切にするアクションが増える
・脱プラスチック生活の取り組みが増える
→＃つけた投稿を集計して可視化

・清掃活動が活発になる(回数、参加者、情報発信)
→NPOや企業、地域の取り組みを調査収集
→Googleフォーム等で情報収集

指標の検討



・地元静岡の魅⼒をもっと知ろう

・⼀⼈⼀⼈の多様性をもっと知ろう
△□凹凸・・・個性が輝く社会

・世界の課題についてもっと知ろう

→それぞれイベント・セミナー回数

もっと知ることから始めよう



STEP2-1.2.3



策定で大切にしたこと
・参加者の方々が出してくださったキーワードを最も大切に。

・個人の身近な取組みで終わらせず、広がりを持たせる。

・社会の変化を見るための統計に基づく指標と行動を可視化
して促す指標の両面を設定する。

・地域内に閉じずに、世界にも目を向けられる要素を入れる。

・反省点を明示し、今後も様々な方々の参加で改善していく。



これからの課題
・策定した「まぁるいしずおか」を多くの人に知ってもらう
ための広報活動。→番町市民活動センターで定期イベント

・集計したアクションや活動を見やすく表示するためのWeb
サイトづくり。→昨年度作成

・今回意見をうかがえなかった多様なステークホルダーの
方々の声を集める。→未実施

・今後、このプロジェクトを主体的に進めてくださるチーム
づくり。 →昨年度ステップアップ委員会を隔週開催


